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1 活動の時期・回数

2022年7～9月

開催準備（複数回）

2022年9～23年3月

食堂開催（月一回）



2 活動内容

地域こども食堂の運営
（一食 大人300円／
小～高校生100円／未就学児無料）

食堂運営を通じた、
子育て世代のみならず、地域の方、
移住者、外国人等の場づくり



3 誰と協働したか（食材提供など）

・趣旨に賛同し、食材などを提供してくだ
さった市内外の方

・広島こども食堂支援センター

地域おこし協力隊 蛇草氏

改修等のアドバイス



3 誰と協働したか（運営）

県立広島大学 YELLのみなさん

私たちの想いに共感してくれた学生たちが、自分
事であるかのように主体的に運営に携わってくれ
ている。

食堂運営日には、常時5名程現地入り。

12月食堂開催時には、学生主体でのイベントを実施

7月から、開催に向けての準備も一緒に行った



4 活動の効果

市内在住外国人の参加および交流 大柿高校の生徒たちによるボランティア

メディア掲載（23年1月6日中国新聞 ／ しおかぜ通信1月号）



5 総括・来年度に向けて

・毎回延べ50名程度来ていただけている

・地域の方、親子連れ、高校生、大学生、移住者、外国人など多様な人たち同士が

同じ場所で同じご飯を食べる場となってきている

・食堂運営に興味を持ち、高校生が自発的に参加してくれた

・食材を提供してくれる方たちあってこその運営

・光熱水費、追加の食費は何とかなりそう

・修繕費、備品購入費の捻出が課題

・今後、できれば月２回の開催としていきたい

→江田島市内に住んでいる方のボランティアも募っていきたい

・次回開催は４月２１日（金）１７：３０～


